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な くすことや減 らすことはできない。ス トレスの軽減よ
りも、ス トレスは常にあるということを前提にス トレス








認 め 強 化 し、 意 欲 を 高 め 、 行 動 変 容 につ なが る こ とを 目
的 と して い る8)。 具 体 的 な理 論 に は 、 首 尾 一 貫 感 覚
(sense of coherence 以 下SOCと 略 す)、 レジ リエ ンス、
ス トレ ング ス モ デ ル、 ポ ジ テ ィブ心 理 学 が あ る9)。 これ
らの 理 論 は、 現 在 一 般 企 業 の メ ンタル ヘ ル ス対 策 や 人 材
育 成 の 研 修 に用 い られ る よ う に な った8)。 ま た、 ス ト レ
ス状 況 に対 す る認 知 的 評 価 や コ ー ピ ングの 選 択 ど ち らに
も柔 軟 性 の あ る人 は、 最 も ス トレス反 応 が 少 な い こ と も
報告 さ れ てお り、 ス トレス性 健 康 障 害 を 予 防 す る ため に、
自分 の認知 の傾 向 や肯定 的 な ものの捉 え方 や、適 切 な コー
ピ ングに つ い て学 ぶ こ と は重 要 で あ る と言 わ れ て い る10)。
SOCは 、 ス ト レス対 処 能 力 と も言 わ れ る 認 知 的評 価
に関 わ る概 念 で あ り、 ス トレス との 向 き合 い方 を 変 え て
くれ る11)。そ して、SOCは 、 個 人 の 特 性 や 健 康 を 図 る指
標 とな る可 能 性 を 持 って い る。 しか し、 看 護 師 を 対 象 に
したSOCの 研 究 は、 ま だ 日が 浅 い。 そ こで 、 本 稿 で は
看 護 師 に 焦 点 を 当 て てSOCの 研 究 の現 状 と今 後 の課 題
を 検 討 す る こ とを 目的 と した 。
2.SOCの 概 要
SOCは 、健 康 社 会 学 者 の ア ー ロ ン ・ア ン トノ フ ス キ ー
に よ って 提 唱 され た 概 念 で あ る。
ア ン トノ フス キ ー は 「SOCと は、 そ の人 に浸 みわ た っ
た 、 ダ イ ナ ミ ックで はあ るが 持 続 す る確 信 の 感 覚 に よ っ
て 表 現 され る世 界[生 活 世 界]規 模 の志 向 性 の こ とで あ る。
そ れ は、 第1に 、 自分 の 内 外 で 生 じる環 境 刺 激 は、 秩 序
づ け られ た 、 予 測 と説 明 が 可 能 で あ る と い う確 信 、 第2
に、 そ の 刺 激 が もた らす 要 求 に対 応 す る ため の 資 源 は い
つ で も得 られ る と い う確 信 、 第3に 、 そ う した要 求 は挑
戦 で あ り、 心 身 を 投 入 しか か わ る に値 す る と い う確 信 か
ら成 る」 と定 義 し、 この3つ の 確 信 を 、 第1は 把 握 可 能
感 、第2は 処 理 可 能 感 、 第3は 有 意 味感 と呼 ん で い る12)。
この 定 義 を 山 崎 は、 「SOCは 、 自分 だ け で な く環 境 や 生
活 の な か で 起 き る出 来 事 を どの よ う に捉 え るか と い う生
活 世 界 に 対 す るそ の 人 の 見 方 ・向 き合 い 方 で あ る」 と解
釈 して い る13)。
SOCを 構 成 す る3つ の 確 信 の ① 把 握 可 能 感 は認 知 的
側 面 に関 わ り、 生 活 を 送 るな か で 出 会 う様 々 な 出 来 事 に
つ い て あ る程 度 予 測 で き、 そ の 出 来 事 が どの よ うな もの
か につ い て説 明 で き る能 力 を意 味 して い る12)14)。② 処 理
可 能 感 は行 動 的 な 側 面 に関 わ り、 出 会 う出 来 事 を 乗 り越
え た りや り過 ご した りす る とき に必 要 な資 源 を タ イム リー
に 引 き出 せ る、 自分 が 自由 に使 え る とい う よ うな 自信 あ
る い は確 信 の 感 覚 を意 味 して い る12)14)。③ 有 意 味 感 は情
動 的 ・動 機 的 側 面 に関 わ り、 人 生 や 生 活 を 送 るな か で 出
会 った 出 来 事 に対 して そ の 出 来 事 が 自分 に と って 意 味 や
価 値 が あ る と見 な せ る、 あ るい は、 挑 戦 と見 な せ る感 覚
を 意 味 して い る12)14)。
そ して 、SOCの 強 い人(SOC得 点 の 高 い人 の こ と)
の 特性 に 関 して 、 ア ン トノ フス キ ー は柔 軟 か つ 比 較 的 す
ば や く適 切 な 対 処 方 略 や 方 法 を 選 び 取 り駆 使 す る こ とが
で き る と述 べ て い る15)。山 崎 はSOC得 点 の高 い人 は 大
局 的 に楽 観 主 義 で 、 自分 を 常 に客 観 視 ・対 象 視 す る こ と
が で き、 リフ レイ ミ ング ・ポ ジ テ ィ ブ シ ンキ ングが 自然
に で き る と い う共 通 点 が 見 られ る と述 べ て い る16)。この
よ うな特 性 に よ って 、SOCの 高 い人 は ス トレ ッサ ー を
う ま く処 理 し、 自分 の 健 康 状 態 を 増 進 させ た り、 向 上 さ
せ た りす る こ とが で き る と考 え られ て い る17)。
3.日 本の看護師 を対象 に したSOCの 研究
看 護 の分 野 で 、 看 護 師 とSOCと の 関 連 に つ い て論 文
が 発 表 され るよ う にな った の は、2002年 頃 か らで あ る。
2014年4月 の 時 点 で 、<看 護 師 ・首 尾 一 貫 感 覚><看 護
師 ・SOC>を キ ー ワ ー ドに 医 学 中 央 雑 誌 刊 行 会 デ ー タ
ベ ー スで 検 索 した 結 果 、80件 の 論 文 が あ った 。 そ の う ち
看 護 師 を対 象 と し た研 究 で 原 著 論 文 の 内訳 を み る と、
SOCと ス トレス や 抑 うつ ・バ ー ンア ウ トな ど の精 神 的
健 康 を 扱 った もの が20件 と多 く、 次 いで 職 場 の 満 足 度 や
職 務 能 力 な ど看 護 業 務 との 関 連 を調 査 して い る も のが5
件 で あ った 。 研 究 対 象 とな る看 護 師 の 所 属 は、 ク リテ ィ
カル ・訪 問 看 護 ・産 業 保 健 師 ・緩 和 ケ ア ・精 神 科 な ど多
岐 に渡 り、 また 職 位 も管 理 職 ・ス タ ッフ、 新 卒 者 と さ ま
ざ まで あ る。 研 究 デザ イ ンは横 断 研 究 ば か りで 、 縦 断 研
究 は ま だ な い。 日本 の看 護 師 を対 象 に したSOCの 研 究
は、 日が 浅 く実 態 調 査 の 段 階 で と ど ま って い る と い うの
が 現 状 で あ る。
1)日 本 の 看 護 師 のSOCの 得 点
SOCの 得 点 に つ いて は 、 カ ッ トオ フ ポ イ ン トは な い
た めSOCの 得 点 が 高 い と ス トレ ス対 処 能 力 が 高 い と評
価 され る。29項 目7件 法 の 尺 度 を 用 い た研 究 で は、 看 護
師 のSOC平 均 得 点 は110～120点 で あ った18)19)。一 方 で 一
般 住 民 や 労 働 者 で もSOC平 均 得 点 は110～130点 で あ り、
大 きな 差 はな い20)-23)。13項 目7件 法 の 尺 度 を 使 用 した 研
究 で は 、 小 林 らの 訪 問 看 護 師 のSOC平 均 得 点 は61.4と
高 値 で あ るが 、 そ れ 以 外 の 看 護 師 を 対 象 と した 研 究 結 果
で はSOCの 平 均 得 点 は51～53点 前 後 で あ る24-29)。専 門
領 域 の 異 な る リハ ビ リ ・が ん ・呼 吸 器 循 環 器 の 看 護 師 を
対 象 に実 施 した 研 究 で は、 専 門 領 域 の 違 い に よ り ス トレ
ス の強 さや 影 響 要 因 に 違 い は あ った が 、SOC得 点 に は
専 門 領 域 の違 い はな か っ た25)。これ らの こ とか ら、 個 人
が 持 つ ス トレス対 処 能 力 と して のSOCに は 、 看 護 師 の
配 属 先 の 差 や 、 一 般 住 民 との 差 はな い と考 え られ る。
しか しな が ら、 この 得 点 の 比 較 は、 個 別 に行 わ れ た 研
究 の 平 均 値 を 比 較 し た だ け で あ り、 同 一 条 件 の も と
SOC得 点 を 測 定 した研 究 結 果 で は な い。 健 康 レベ ル を
把 握 す るた め に、 様 々 な 人 々 を 同 一 条 件 の も とで 調 査 し
SOC得 点 の 指 標 を 作 って い く必 要 が あ る と考 え る。
2)日 本 の 看 護 師 を 対 象 に したSOCの 研 究
(1)看護 師 のス トレッサー とス トレス反 応 とSOCの 関係
看 護 師 の 職 務 ス ト レ ッサ ー に は、 仕 事 の 負 担 、 患 者
や ス タ ッフ との 対 人 関 係 、 職 業 の 役 割 な どが あ る と言
わ れ て い る。SOCと ス トレ ッサ ー と の 関 係 性 に つ い
て 見 る と、 職 場 の人 的 環 境 ・看 護 職 と して の役 割 は
SOC得 点 を 下 げ 、 仕 事 の質 的 負 担 ・患 者 との 人 間 関
係 はSOC得 点 を 高 め る と い う報 告 が あ る30)。別 の 研
究 で は、 仕 事 の 裁 量 度 が 高 ま る とSOC得 点 は高 め ら
れ る と言 わ れ て い る31)。
また 、 ス ト レス反 応 との 関 連 につ いて 身 体 的 側 面 へ
の 影 響 を 調 べ た 研 究 で は、SOC得 点 が 高 い と身 体 愁
訴 や 蓄 積 疲 労 度 が低 下 す る こ とを 明 らか に した27)31)。
心 理 的 側 面 へ の 影 響 につ い て は、SOC得 点 が 高 い と
バ ー ンア ウ ト しに くい こ とや 、 精 神 的 健 康 度 が 保 た れ
る こ とが わ か って お り、SOCは 身 体 的 側 面 に も心 理
的 側 面 に も影 響 を 与 え る こ とが 確 認 で きた 。
心 理 的 側 面 の 研 究 を 行 った 岩 谷 の 研 究 で は、SOC
得 点 か ら得 点 の 高 い群 と低 い群 に分 け、 ス トレ ッサ ー
と ス ト レス反 応 、SOCの 関連 性 を み た。 そ の結 果 か
ら、SOC得 点 の 低 い群 は、 ス トレ ッサ ー を 強 く認 識
し うつ 傾 向 が 高 ま り精 神 的 健 康 度 が 悪 くな る と い うこ
とが わ か っ た 。 岩 田 は、SOCに は ス トレス 認 知 、 ス
トレス反 応 と関 連 し精 神 的 健 康 度 の 改 善 に寄 与 す る可
能 性 が あ る と述 べ て い る32)。つ ま り、SOCは 健 康 を 維
持 す るだ けで な く、 ス トレ ッサ ーそ の もの の 受 け止 め
方 に違 い が あ る こ とや 、 ス トレ ッサ ーを 緩 衝 す る こ と
で 健 康 を もた らす とい う先 行 研 究 を 支 持 す る結 果 で あ
る と言 え る。 さ ら に、尹 の 研 究 で は、 バ ー ンア ウ ト傾
向 が 高 ま る につ れ てSOC得 点 だ けで な くSOCの 下 位
概 念 の 有 意 味 感 が 低 下 す る こ とを 明 らか に し、 有 意 味
感 を 高 め る こ と もバ ー ンア ウ トの 予 防 に有 効 で はな い
か と述 べ て い る28)。
他 に は、SOC得 点 が 高 ま る と上 司 や 家 族 、 友 人 の
支 援 、 仕 事 や 家 庭 の 満 足 度 が 高 ま り、 回 避 と抑 制 や 情
動 発 散 とい う コー ピ ング は減 少 し、 積 極 的 問 題 解 決 や
問 題 解 決 の た め の 相 談 、 視 点 の 転 換 とい う コ ー ピ ング
を多 用 す る こと も明 らか に な って い る27)。周 囲 の サ ポ ー
トの 自覚 や 仕 事 に対 す る満足 度 、 適 切 な コー ピ ング は、
メ ンタル ヘ ル ス に必 要 不 可 欠 で あ る。 これ らの 作 用 を
も た らすSOCは 、 メ ン タ ルヘ ル ス に対 す る ア プ ロ ー
チ に活 用 で き る概 念 と言 え る。
これ らの 研 究 か ら、 看 護 師 のSOCと の 関 連 性 を ス
ト レス 反 応 の 心 理 的 側 面 か ら検 討 した もの が 多 い こ と
が わ か った 。 しか し、 ス ト レス反 応 は、 心 理 的 側 面 だ
けで な く、 不 眠 や 喫 煙 、 欠 勤 、 離 職 、 医 療 ミスな ど と
も関 連 して い る。SOCと ス ト レス反 応 の 関 連 性 に つ
い て 多 角 的 に捉 え て い く必 要 が あ る と考 え る。 また 、
横 断 研 究 しか され て い な い た め 、SOCと ス トレス と
の 因 果 関 係 を 明 らか にす る こ と はで きな い。 今 後 は、
SOCの ス トレス に対 す る影 響 につ い て 時 間 的 経 過 を
追 い な が ら研 究 して い く必 要 が あ る と考 え る。
(2)看護師の看護実践能力とSOCの 関係















いというズレを感 じやす く、また内的学習(振 り返 り)
がとれないという結果が出ている34)。
















(3)SOCに 影 響 を 与 え る 看 護 師 自身 の 個 人 的 要 素
ア ン トノ フ スキ ー は、 ス トレス対 処 を 成 功 す るた め
の 条件 と して 、有 効 な資 源 が そ の人 に備 わ って い るか、
そ の 人 の 周 囲 に存 在 して い るか が 重 要 と考 え て い る。
ア ン トノ フ スキ ー は、 ス トレスを 対 処 す るた め の 有 効
な 資 源 の こ とを汎 抵 抗 資 源 と呼 ん で い る37)。具 体 的 に
は、 身 体 ・生 物 学 的 資 源(遺 伝 的 、 神 経 免 疫 学 的)、
物 質 的 資 源(金 、 体 力 、 住 居 、 衣 類 、 食 事 、 権 力 、 地
位)、 認 知 ・感 情 的 資 源(知 識 、 知 性 、 知 力 、 ア イ デ
ンテ ィテ ィ)、 評 価 ・態 度 的 資 源(コ ー ピ ング に お け
る合 理 性 、 柔 軟 性 、 先 見 性)、 関係 的 資 源(ソ ー シ ャ
ル ネ ッ トワ ー クや ソ ー シ ャル サ ポ ー トな どの 社 会 的 関
係)、 社 会 文 化 的 資 源(宗 教 や哲 学)な ど で あ る38)。
SOCの 高 い人 は 、 汎 抵 抗 資 源 に恵 ま れ 、 汎 抵 抗 資 源
を 活 用 す る こ とが で き る と い う 自信 が あ り、 汎 抵 抗 資
源 を 有 効 に活 用 しなが らス トレ ッサ ーの 回 避 や 処 理 す
る こ とが で き る と考 え られ て い る15)。
個 人 的 要 素 に は、SOCに は婚 姻 状 況 や 経 験 年 数 に
は関 係 性 が あ る と報 告 して い る もの が あれ ば 、 関 連 が
な い と報 告 して い る もの もあ る28)30)。ま た 、 ス ト レス
対 処 方 法 や 信 仰 宗 教 の有 無 がSOCと 関 連 して い る と
い う報 告 もあ る28)39)。
SOCに 影 響 を与 え る個 人 的 要 素 に つ い て は さ ま ざ
ま結 果 が あ る が 、 明 確 な もの は な い 。 ま た 、SOCは
社 会 的 文 化 的 背 景 に左 右 され る と言 わ れ て い るが 、 日
本 の看 護 師 のSOC得 点 に 差 は あ ま りな い こ とか ら、
共 通 す る要 素 が あ る と も考 え られ る。 しか し、 この 点
にお いて も研 究 自体 あ ま りされ て い な い ため 、 今 後 の
課 題 と考 え る。
4.諸 外国の看護師を対象にしたSOCの 研究
看 護 の分 野 で 、 看 護 師 とSOCに つ い て論 文 が 発 表 さ
れ るよ う にな った の は、1994年 頃 か らで あ る。2014年4
月 の 時 点 で 、<Nurses・Sense of coherence>を キ ー
ワ ー ドにPudMedで 論 文 を検 索 した結 果 、73件 あ った。
そ の うち 看 護 師 を 研 究 対 象 と した 論 文 は23件 あ り、 ドイ
ツ ・リ トア ニ ア ・香港 ・ス ウェ ーデ ン ・オ ース トラ リア ・
日本 が 各2件 、 ギ リシ ャ ・フ ィ ンラ ン ド ・南 ア フ リカ ・
ポー ラ ン ド ・イ タ リア ・ス ペ イ ン ・イ ス ラ エル ・イ ギ リ
ス ・ノル ウ ェ ー ・デ ンマ ー ク ・メキ シ コが 各1件 だ った
(本 稿 で は 日本 の 論 文 とス ペ イ ンの論 文 を 除 き20件 を 対
象 とす る)。
論 文 の 内 容 は 、SOCと ス ト レス や抑 う つ ・バ ー ン ア
ウ トな どの 精 神 的 健 康 を 扱 った もの が17件 と多 く、 次 い
で 職 場 の 満 足 度 や 職 務 能 力 な ど看 護 業 務 との 関 連 を 調 査
して い る もの が3件 で あ り、 身 体 的 な 内 容 を 扱 った もの
はな か った 。 研 究 対 象 とな る看 護 師 は、 ク リテ ィ カル 領
域 や透 析、 緩和 ケ ア、 保健 師、失 業 した看 護 師 な どで あ っ
た 。 また 対 象 者 の 職 位 が 、 管 理 職 ・ス タ ッフ、 新 卒 者 と
さま ざ まで あ るの は 日本 と同 じで あ る。研 究 デ ザ イ ン は、
横 断 研 究 が13件 、 コ ホ ー ト研 究 は4件 、 介 入 研 究 は3件
で あ り、 諸 外 国 で は、 す で に介 入 研 究 が な され て い る。
1)諸 外 国 の 看 護 師 のSOCの 得 点
SOCの 得 点 に つ い て は 、29項 目7件 法 の尺 度 を用 い
た 研 究 で は、 日本 の看 護 師 のSOC平 均 得 点 は110～120
点 で 、 諸 外 国 の 看 護 師 のSOC平 均 得 点 は130～150点 で
あ る24)25)40-44)。13項目7件 法 の尺 度 を使 用 した 研 究 で は、
日本 の看 護 師 のSOC平 均 得 点 は51～53点 前 後 で 、 諸 外
国 の 看 護 師 のSOC平 均 得 点 は60～69点 で あ る25-29)45)46)。
Katjaは 失 業 した看 護 師 を 対 象 に研 究 を行 った。 失 業 と
い う大 き な 出 来 事 が あ っ た に もか か わ らず 看 護 師 の
SOCの 平 均 得 点 は60.19点 と高 く、SOC得 点 が高 い 要 因
と して家族 の収入 が 良 く、精 神 的健 康度 の高 い ことで あ っ
た45)。
研 究 論 文 の 数 や 、 尺 度 の 訳 し方 の 違 い はあ るが 、 諸 外
国 の 看 護 師 のSOC得 点 の ほ うが 日本 の 看 護 師 のSOC得
点 よ り高 い 傾 向 に あ る。 諸 外 国 の一 般 住 民 のSOC得 点
は 日本 人 の 一 般 住 民 のSOC得 点 に 比 べ て 高 い こ と は 先
行研 究 によ って 明 らか に な ってお り、看 護 師 が対 象 で あ っ
て も同 じ結 果 で あ る と言 え る(表1参 照)。 諸 外 国 と 日
本 の 得 点 の 差 は、 社 会 文 化 的 な 違 い 影 響 して い る と言 わ
れ て い る。 しか し、 諸 外 国 と 日本 を 比 較 す る研 究 が な い
た め 、 社 会 文 化 的 な 影 響 要 因 は明 らか にな って い な い 。
影 響 要 因 を 明 らか に す る こ と は、SOCを 高 め る た め の
示 唆 を 得 る こ とが で き る と推 測 す る。 今 後 、 日本 だ けで
な く諸 外 国 との 違 い も視 野 に入 れ た 研 究 を 進 め て い く必
要 が あ る と考 え る。
2)諸 外 国 の 看 護 師 を 対 象 に したSOCの 研 究
(1)看護 師 の 個 人 特 性 や ス トレス反 応 との 関 係
看 護 師 の仕 事 に対 す る態 度 や 考 え 方 の パ ター ンと
SOCの 間 に は 関 連 性 が あ り、 積 極 的 で健 康 的 な タ イ
プが 強 く な る とSOC得 点 は高 くな り、 消 極 的 な タ イ
プが 強 くな る とSOC得 点 が 低 くな る こ とが 明 らか に
な って い る40)。他 に母 親 と い う社 会 的 役 割 に焦 点 を 当
て 、 子 供 を 持 つ 保 健 師 対 象 に家 事 や 仕 事 の 目標 達 成 感
や コ ン トロ ール 感 の 認 識 と、 家 事 や 仕 事 と い う役 割 の
両立 が妨 げ られ た 時 の感 情 につ いて 調 査 した研 究 で は、
SOC得 点 が 高 ま る と 目的 達 成 感 や コ ン トロ ー ル感 も
高 ま って い くこ とが わ か った 。 そ して 、 役 割 が 妨 げ ら
れ る時 、SOC得 点 が高 い 群 はSOC得 点 の低 い群 に比
べ て 否 定 的 な 感 情 よ り肯 定 的 な 感 情 が 大 き くな る こ と
も明 らか にな った43)。
ま た、 日本 の 研 究 と同 様 に 、SOCと 精 神 的 健 康 度
や バ ー ンア ウ ト、 抑 うつ との 関 連 性 を 明 らか にす る研
究 もさ れ て い る41)44)49)。そ れ以 外 に、SOC得 点 が 低 く
な る と知 覚 した ス ト レス を 強 く感 じ る こ とや 、SOC
得 点 が 低 い と 自分 の 健 康 に対 す る評 価 が 否 定 的 で あ る
こ と も報 告 さ れ て い る50)51)。反 対 に、SOC得 点 が 高 く
な る と否 定 的 な 感 情 を 軽 減 す る こ とが 明 らか にな って
い る46)。
諸 外 国 の 研 究 は、 単 に ス トレス反 応 との 関 連 を み る
だ け で な く、SOCと 個 人 特 性 と の 関 連 に つ い て検 討
して い る。 自分 の 傾 向 を 知 って お くこ と は、 ス トレス
の 対 処 や 自分 の成 長 の 鍵 と な る52)。日本 で は この よ う
な 研 究 は少 な い が 、 個 人 の 特 性 を 表 す 認 知 や 感 情 、 価
値 観 との 関 連 か らSOCの 特 徴 や 効 果 を 検 討 して い く
こ と も必 要 と考 え る。
(2)看護 師 を 対 象 に行 わ れ た 介 入 研 究 の 効 果
メ ンタル ヘ ル スの 改 善 を 目的 に行 わ れ た研 究 で は、
Maralynは 、 看 護 師 と助 産 師 の ス ト レス軽 減 の た め
に、 マ イ ン ドフル ネ スを ベ ー ス に した プ ロ グ ラ ムを2
か 月 実 施 した 。 そ の結 果 、 精 神 的 健 康 度 が 改 善 し、
SOC得 点 は上 昇 し、 否 定 的 な 感 情 も軽 減 し た と報 告
して い る53)。Saridは 、1か 月 の う ち看 護 師 を対 象 に
仕 事 の 問 題 につ いて 話 し合 う と い うプ ロ グ ラ ムを 実 施
し、 そ の 効 果 を 調 べ た 。 プ ロ グ ラ ム に参 加 した 看 護 師
は、 参 加 して い な い 看 護 師 に比 べ て 、SOC得 点 と活
力 が 上 昇 し、 ス トレス反 応 と疲 労 が 減 少 して い た と い
う結 果 と な った54)。 ま たBergは 、 看 護 師 に個 別 の 看
護 ケ ア立 案 が 看 護 師 の 経 験 に肯 定 的 な 影 響 を 与 え る こ
とを知 って もら うこ と、看 護 師 に対 す るスーパ ー ビ ジ ョ
ンを 実 用 化 す るた め 看 護 計 画 や ケ アの 記 録 に焦 点 を あ
表1様 々な人を対象に したSOC得 点の比較
て た 教 育 プ ロ グ ラ ムを1年 間 実 施 した 。 そ の 結 果 、1
年 後 のSOC得 点 は上 昇 し、 ス トレ ス度 は 低 くな り、
看護 ケ ア や 仕事 に 対 す る満 足 度 も改 善 され た42)。
これ らの 研 究 に よ って 、 看 護 師 を 対 象 にSOCの 概
念 を 取 り入 れ た プ ロ グ ラ ムが あ る こ とや 、 プ ロ グ ラ ム
の 有 効 性 が 確 認 で きた 。 また 、 プ ロ グ ラ ム に よ って 職
業 能 力 の 向 上 と精 神 的 健 康 の 改 善 が 同 時 に認 め られ る
こ と も明 らか とな った 。 しか し、 これ らの プ ロ グ ラ ム
が そ の ま ま 日本 の 看 護 師 に適 応 で き る と は限 らな い。
日本 の 職 場 風 土 、 看 護 師 の 特 徴 を 踏 まえ 、 日本 の 看 護
師 に適 した プ ロ グ ラ ムへ と改 良 す る必 要 で あ る と考 え
る。
5.ま と め







ためにSOCに ついて理解を深めSOCを 高めてい くこと
は重要なことと考える。
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